
 参考２  
 

「平成１８年度電子商取引に関する市場調査」（平成１９年５月 経済産業省） 

（全体版：http://www.meti.go.jp/press/20070511003/denshishoutori-p.r.pdf） 

より抜粋 

 

 

消費者が安全にＥＣサイトを選択する上での重視ポイント（日本） 
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安全かつ信頼できる代金支払方法が提供されていること

購入意思の確認画面や購入取消画面など、操作手順がわかりやすいこと

情報送信時の暗号化などのセキュリティ対策が行われていること

申込みを受けた際の受注確認メッセージがメールなどで送信されること

商品の返品・交換ポリシーが明示されていること

問い合わせ手段が明示されていること

納期、在庫状況や自身が購入した商品の配送進捗状況等が
サイト上に明示されていること

わかりやすい文章が掲載されていること

事業者の情報をサイト上で明示していること

プライバシーポリシーが明示されていること

サイト上にQ&Aが設置されていること

商品の詳細情報、および商品開発者や生産者の情報が
サイト上で明示されていること

パスワード入力時に、他者から見えない（***等の暗号化表示）
よう技術的に対応していること
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71.7%わかりやすい色遣いやレイアウトが採用されていること

ユーザーのコメント等を掲示する機能が装備されていること

パスワード入力時に、履歴が残らない（ソフトウェアキーボードでの
クリック入力等）よう技術的に対応していること

パスワード設定時に、パスワード強度の弱いもの（IDと同一、111等）
を設定しないよう、サイト上で注意喚起されていること

パスワード設定時に、パスワード強度の弱いものを
設定できないよう技術的に対応していること
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（N=1112） 

 

 
重視し、そのような点が満たされていないサイトからは購入しない やや重視するが、そのような点が満たされていないサイトでも購入することがある

あまり重視しない 重視しない

 

 

 

 

 

http://www.meti.go.jp/press/20070511003/denshishoutori-p.r.pdf


 

消費者のＥＣ利用における代金支払い方法（日本） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表２０ 消費者のＥＣ利用における代金支払い方法（米国） 
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ネット上でクレジットカードを利用

窓口や端末での振り込み（コンビニ、銀行、郵便）

ネットバンキングで振り込みまたは引き落とし

配達受け取り時にクレジットカードや現金を利用

電話会社やプロバイダーの料金と一緒に引き落とし

ネット上でedy等の電子マネーを利用

第三者による支払い仲介サービス

（エスクローサービス）を利用

(n=1,112)

た 変わらない 利用は減った 利用をやめた そ利用が増え もそも利用していない

 

消費者のＥＣ利用における代金支払い方法（米国） 
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利用が増えた 変わらない 利用は減った 利用をやめた そもそも利用していない

(n=1,000)
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消費者のＥＣトラブル経験内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 
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商品の返品ができなかった

代金の返金が受けられなかった

商品が入っていなかった

商品代金の請求に問題があった

商品の保証（内容・期間）が不十分

送料／手数料に問題があった

商品／サービスがサイト上に説明されていたものと違った

商品が届かなかった／

サービスの提供が受けられなかった

商品が違った／サービスの内容が違った

商品の注文後に迷惑メール等が非常に増えた

商品が壊れていた／サービスの内容に不備があった

商品の到着が遅れた／

サービスの提供がタイムリーに受けられなかった

日本

米国

(n=323(日本))

(n=465(米国))
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